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令
和
５
年
10
月

17
日
（
火
）
に
本

会
会
議
室
に
お
い

て
、
鳴
門
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
・

鳴
門
西
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
様
と
の

『
鳴
門
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
支
援

に
関
す
る
協
定
書
』

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
協
定
は
、
鳴
門
市
内
に
お
い
て
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際
に
、
本
会
が
設
置
・
運
営
す
る

鳴
門
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、

本
会
及
び
鳴
門
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
鳴
門
西
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
て
鳴
門
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
運
営

を
図
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
物
的
・
人
的
支
援
の
提
供
な
ど
に
関
し

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
平
常
時
か
ら
の
情
報
交
換
等
を
含
め

関
係
を
強
化
し
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
生
活

支
援
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

   

令
和
５
年
10
月
11
日
（
水
）
に
『
「
の
ば
そ
う
」

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
41
回
鳴
門
市
う
ず
し
お
運
動
会
が
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

市
内
か
ら
60
歳
以
上
の

方
５
０
０
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

藤
村
松
男
市
老
連
会
長

の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

泉
市
長
、
山
根
市
議
会
議

長
、
岡
田
県
議
会
議
長
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 令

和
元
年
度
優
勝
の
川
東
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
カ

ッ
プ
の
返
還
・
北
灘
チ
ー
ム
の
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
た
後
、
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
紅
白
玉
入

れ
や
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
競
争
、
二
人
は
若
い
、

交
通
安
全
な
ど
９
種
目
に
わ
た
る
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
昼
に
行
わ
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
踊
り
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

最
後
ま
で
白
熱
し
た
競
技
が
展
開
さ
れ
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

優
勝
は
大
津
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は
北
灘
チ
ー
ム
、

三
位
は
里
浦
チ
ー
ム
で
し
た
。 

   

令
和
５
年
11
月
16
日
（
木
）
に
あ
わ
ぎ
ん 

ホ
ー
ル
に
て
、
第
67
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳴
門
市
関
係
で
は
次
の
方
々

が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不

同
） 

名
誉
大
会
長
表
彰
（
知
事
表
彰
） 

社
会
福
祉
事
業
功
労
者 

 
 

秋 

田 

卓 

蔵 
 
 

今 

津 
 
 

弘 

 
 

岡 

本 

起
久
子 

 
 

坂 

田 

健 

一 

 
 

竹 

内 

千 

歳 
 
 

竹 

田 

和 

寛 

 
 

三 

倉 
 
 

元 
 
 

小 

西 

純 

子 
 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体 

 
 

貴 

志 
 
 

實 
 
 

中 

川 

和 

子 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
と
く
し
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 

な
る
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会 

 
 

ば
ん
ど
う
フ
ラ
の
会 

大
会
長
表
彰
（
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
） 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者 

 
 

市 

橋 

正 

成 
 
 

岩 

井 

光 

哲 

 
 

上 

原 
 
 

委 
 
 

上 

原 

豊 

志 

 
 

五 

島 

修 

一 
 
 

中 

野 

敬 

子 

 
 

橋 

野 

佳 

巳 
 
 

福 

井 

孝 

典 

 
 

山 

田 

純 

子 
 
 

若 

松 

房 

子 

社
会
福
祉
事
業
功
労
者 

平 

田 

和 

彦 
 

 

林 
 
 

美 

和

鳴
門
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の 

運
営
支
援
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式 

第
41
回
う
ず
し
お
運
動
会 

第
67
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会 
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藤 

田 

紀 

子 
 
 

林 
 
 

久
美
子 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体 

 
阿 

部 

房 

次 
 
 

上 

原 

規
志
夫 

 

木 
谷 

 
 

茂 
 
 

多 

田 

美 

香 

 

徳 

井 
美
代
子 

 
 

平 

松 

敏 

明 

 

森 
 
 

春 
好 

 
 

山 

中 

孝 

司 

 

吉 

田 

譲 
治 

 

鳴
門
市
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー 

 

鳴
門
市
部
活
動
等
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー 

 

瀬
戸
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊 

 

堀
江
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

一
般
社
団
法
人
風
の
家 

 
 

鳴
門
市
障
害
者
相
談
員 

 
 

大
谷
自
主
防
災
会 

    

令
和
５
年
11
月
15
日
（
水
）
～
11
月
17
日
（
金
）

に
鳴
門
市
う
ず
し
お
美
術
展
が
鳴
門
市
健
康
福
祉

交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

鳴
門
市
内
の
60
歳
以
上
の
方
か
ら
、
日
本
画
、

洋
画
、
工
芸
な
ど
84
点
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方

が
鑑
賞
に
こ
ら
れ
盛
会
裏
に

お
わ
り
ま
し
た
。 

 

  

 

こ
の
計
画
は
、
昨
年

開
催
さ
れ
た
地
域
座
談

会
に
お
い
て
、
皆
様
か

ら
頂
い
た
地
域
に
お
け

る
福
祉
課
題
な
ど
の
意

見
や
要
望
を
と
り
ま
と

め
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
し
地
域
の
特
色
や
良

い
と
こ
ろ
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
住
む
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
地
域
が
取

り
組
む
べ
き
目
標
な
ど
を
掲
載
し
た
活
動
計
画

（
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
）
で
す
。 

本
会
で
は
、
こ
の
活
動
計
画
を
推
進
す
る
た
め

関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
各
地
域
で
行
わ
れ

る
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

鳴
門
市
が
策
定
し
た
「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
」

と
の
連
携･

協
働
に
努
め
ま
す
。 

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
地
域
住
民
の
皆
様
、
関
係
機
関
、
団
体
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

各
地
域
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。（http://www.narutoshi

-shakyo.com

） 

  

第
２
期
地
域
福
祉
活
動
計
画 

鳴
門
市
う
ず
し
お
美
術
展 

■業務内容 高齢者等に対する総合相談支援、介護予防、 

認知症対策等に関する業務 

■資 格 等 保健師または在宅支援、高齢者に関する公 

衆衛生業務の経験が 1 年以上ある看護師 

■年  齢 不問 

■給  料 182,000 円（大卒新卒の場合）・資格手当・

昇給あり 

■賞  与 年間 2.5 ヶ月 

■休 暇 等 完全週休２日制、夏季休暇、有給休暇 

■雇用期間 令和 6 年 3 月 31 日まで（更新あり） 

■そ の 他 社会保険加入、退職金制度あり 

■連 絡 先 ☎088-685-7170（担当：戸﨑） 

職員（保健師等）を募集しています 

善意銀行にご協力をお願いします 

 
皆様の温かい善意が、福祉のまちづくり

に活かされています。 
令和 5 年 4 月 1 日から令和 5 年 10 月 31

日までに、次の方々よりご寄付いただきま
した。 
 
 ・株式会社桶幸ウチダ造花 様 
 ・徳島栽景盆栽会 様 
 ・なるとＤｅシネマ実行委員会 様 
 ・鳴門工業高校工業化学科 

1 回生同窓会 代表 並川美佐雄 様 
 
 温かい善意に厚く感謝申し上げます。ご
寄付は有効に活用させていただきます。あ
りがとうございました。 
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街頭募金のご報告
10 月 2 日に、道の駅くるくるなると様のご協力により、街頭募金運動を実施させていただきま

した。鳴門市支部委員をはじめ、鳴門市議会議員の皆様、第一中学校様、第二中学校様、鳴門中学校

様など、多くのボランティアの方々にご協力いただき、募金額の合計は 12,592円となりました。

ご協力いただいた皆様方にお礼申し上げます。 

 

共同募金運動は、戦後間もない昭和 22年に「国民たすけあい運動」として始まり、今年で 7７回目を

迎えております。 

皆様の温かいご支援・ご協力により、10 月 1 日から「つながりをたやさない社会づくり～あなたは

一人じゃない～」を全国共通助成テーマに設定して運動を展開しておりますので、皆様方のなお一層の

ご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。 

皆様からお寄せいただいた寄付金は、徳島県共同募金会を通じて、県内の民間福祉施設や社会福祉協

議会に配分され、ひとり暮らしや寝たきりのお年寄り、障がいのある人や子どもたちが安心して生活で

きるように、地域の様々な福祉活動に役立てられます。 

この趣旨をご理解いただき、地域の皆様の共同募金への温かいご支援とご協力をお願いいたします。 
 

共同募金は計画募金 

共同募金は、運動の前に県内の社会福祉施設や社会福祉・ボランティア団体等からの助成要望を取り

まとめ、使いみちの計画（配分計画）を立ててから募金を行う「計画募金」です。 

この配分計画をもとにした募金目標に向けて運動が行われます。 
 

鳴門市支部の募金運動計画 

◇ 地 域 募 金 ・・・ ボランティアの皆さんが、町内会を通じて各世帯に呼びかけます。 

◇ 街 頭 募 金 ・・・ 街角や人の集まる場所（店舗前など）で募金を呼びかけます。 

◇ バ ッ ジ 募 金 ・・・ 関係団体や官公庁、福祉施設等の職員に呼びかけます。 

◇ 法 人 募 金 ・・・ ボランティアの皆さんが、企業を訪問して寄付を依頼します。 

◇ 歳末たすけあい募金 ・・・ 関係団体を中心に呼びかけます。 
※歳末たすけあい運動は共同募金運動の一環で、新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが地域

で安心して暮らすことができるよう、住民の参加や理解を得てさまざまな福祉活動を展開するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さまの温かい善意が、福祉のまちづくりに活かされています。 

善意銀行とは、市民の皆様の“善意の金銭や物品”を預託（寄付）していただき、それらを必要と

する方や施設・団体などに払出し（活用）させていただき、みんなが幸せになれる福祉のまちづくり

を推進するための銀行です。地域の団体のおまつりやバザーでの収益金の一部、冠婚葬祭でのお祝い

やお悔やみの一部と様々な形でご寄付いただいております。 

事前に鳴門市ボランティアセンターにご相談ください。 

皆さまの善意を地域福祉の推進に活かしていくため、ご協力をお願いいたします。 


